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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
感染予防のストレスマネジメント

免疫の働きを学んでからだの強さを知ろう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさんはお城は好きですか？
お城に出かけたことはありますか？
お城には敵から守るためにいろいろな工夫がされていますね。
どんな工夫がされているか，知っていますか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
お城には敵が入ってこないようにするために，堀が掘られていたり，頑丈な門や塀，石垣があります。それから狭間といわれる弓矢を放つための壁の穴もありますね。ご存じですか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
私たちのからだも，細菌やウィルスなどの敵からまもるために，皮膚や粘膜がありますね。それから鼻水や唾液，涙によっても入りづらくなっています。お堀の水のような役割をしています。また，体液でも敵が死んでしまいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
でも、お城に敵がはいってきたらどうしますか？
その時には、兵士が出てきて戦いますね。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
からだに入ってきたウイルスや細菌に対しても同じです。
からだの中で戦う兵士のことを免疫細胞と言います。
この免疫細胞は敵が入ってきたら食べてしまうんですよ。
敵と一緒に死んでしまう免疫細胞や、食いしん坊で仲間を集める免疫細胞、食べながら敵のめじるしを調べる免疫細胞もいるんですよ。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
あれれ，お城に敵がもぐりこんでしまっていますよ。
彼らはなかなか見つかりづらいし，特別な方法ではいってくる厄介な敵です。
みなさんがお殿様ならどうしますか？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
手ごわい敵が入ってきても城の中には色々ななかまがいっぱいいると安心ですね。
敵の弱点や隠れている場所をしらべるなかま、その仲間を増やしたり、応援したり武器を作るなかまもいると強くなりますね。
今までの戦いの知恵を使うことも大切ですね。
これとおなじように，私たちの免疫細胞にもたくさんの仲間がいます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
あなたのからだのなかには、細菌やウイルスなどの手ごわい敵に立ち向かうどんななかまがいるのでしょう。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この免疫細胞は、敵の目じるしを知り、仲間を増やして、からだに潜んでいる敵を見つけだしやっつける強い免疫細胞です。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この免疫細胞は、敵のめじるしを知ると仲間を増やして仲間と一緒に食いしん坊の仲間に「おいしいよ」「どんどん食べて」と応援するのです。応援された免疫細胞はますます食いしん坊になって敵を食べまくるのです。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この免疫細胞は、仲間を増やして敵をやっつけるための武器を作ります。
この武器のことを、「抗体」といいます。抗体は敵をつかまえて毒を出さないようにしてからやっつけます。
また、一度戦った敵は二度と忘れないので、同じ敵が来たらすぐにやっつけることができるのです。
だから病気に気にかかりにくくなるんですね。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
免疫の働きをまとめましょう。

第一の守りが，細菌やウィルスなどの敵が入ってこないようにする方法

第二の守りが，入ってきたら食べてしまって守る方法。

第三の守りが，敵を見わけて，仲間を増やして，抗体を作って守る方法です。
そして，こうした方法を覚えているので病気にかかりにくくなるのでした。
人のからだは免疫の働きで細菌やウイルスなどの敵から守られています。
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